第5回　教育委員会議事録
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· 欠席者は必ず後日、確認しておくこと。
・WIZからの欠席届は委員会開催前に提出をお願いします。

・議事録作成者は完成したら委員長・副委員長へメールして下さい。
【医療福祉学会について】　計32題＋菅原AOM＋薬局の34題になる予定
	東病棟
	2
	精神科急性期病棟のOld　Long-Stay患者に病棟看護師が抱くプロスペクト

	
	
	物品管理の方法改善によるミス解消を目指して

	西病棟
	1
	ぴあミーティング導入の一考察　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～特定患者集団への生活のしずらさへの介入～

	北病棟
	1
	退院者の在院日数から見えた退院支援の状況

	南病棟
	2
	口腔湿潤剤を使用した口腔ケアの有効性

	
	
	アンガーマネジメントをもちいてのストレスコントロール

	外来・医事・センター
	1
	「業務改善から見えてきたもの」～今後の課題～

	地域連携室
	1
	「(仮)入院患者様の動向」

	検査
	1
	「頭部CT撮影時における位置合わせの改善について」

	栄養
	1
	職員健診事後指導 食事に対する意識調査と数値改善に向けた栄養指導実施について

	心理
	1
	パレイドリアテストと視空間認知機能評価の関連性の検討

	作業
	1
	前頭葉機能へのアプローチによる統合失調症患者の塗り絵課題の変化

	青陽館
	1
	「唾液分泌量に着目した嚥下機能の改善を目指した関わりについて」

	
	1
	少人数の集団プログラム運営における課題

	訪問
	1
	利用者の高齢化に伴う看護ステーションとしての今後の課題

	健康管理
	2
	褥瘡　　その後

	
	
	左回りの法則と歩行～日常生活動作の活用へ～

	入所G
	1
	排泄におけるスキントラブルの軽減に向けて

	入所G
	1
	嚥下体操～嚥下機能改善に向けて～

	入所G
	1
	昼夜逆転へのアプローチ

	入所G
	1
	入浴拒否のある利用者へのアプローチ

	入所G
	1
	退所支援の取り組み～現状と課題～

	訪問介護
	1
	訪問利用者との災害との関わり方

	南寿の里
	2
	排便困難者へのアプローチ　　～腸内フローラをととのえる～

	
	
	より良い睡眠のために

	南陽館
	1
	限られた時間の中で　　　　　 　～利用者様とより多く関わる時間を作る為に～

	南風苑
	1
	自分らしい生活の為に～介護サービスに対する利用者様の満足度調査～

	南天の郷
	1
	「利用者のストレスチェック」

	あおぞらCL・DC
	1
	「○○に対する治療薬別の症状と経過について]

	田中Dr
	1
	多職種合同による卒後教育の試み①：講習会の効果（一考察）

	AOM
	2
	長期入院患者の患者評価に基づく退院支援の現状と今後の展望と対策

	
	
	南山苑における服薬の状況と多剤服用の解消の試み


※未提出の部署に、再度声かけをお願いします。(委員会開催時現在、3題が未提出となっており提出依頼のメールを送ることとなっている。)
※栄養士チーム：栄養士全員が日祝勤務制限を掛けていることから当日の発表が出来ないと報告有り。対応について上司の菅原AOMと相談中との事。

【11/3医療福祉学会について】　※勤務調整依頼：各管理者へ河原依頼済みです。
※当日参加できない→加賀さん・島守さん・林さん・濱谷さん・本川さん・滝上さん
※発表者→未定
抄録担当者：大谷さん・道地さん・野村さん・上野さん 
コピー用紙のみ小向ＡＯＭが発注します。(依頼済み)
・9月中に仮版完成させる

· 配布名簿の作成（総務に確認）

· 各抄録が規定の書式になっているか、字体（フォント）・大きさ（ポイント）のチェック

· ズレをなくするためＰＤＦ化し早急に作成

· 10月初旬には決裁をもらい印刷・製本作業に入りたいです
※提出された抄録の題名が、一覧に記載の題名と同じになっているかもチェック
＜スケジュール予定＞

9/15　　抄録提出〆切り

9月中～担当者は書式・フォント・ポイント確認

バックアップ後編集作業・ファイル名統一（タイトルで）

　査読・群分け･･･小向ＡＯＭ、河原、松舘さん
　　　　担当者は群分け決定後、群フォルダ作成し入れ替え

　　執行会議にて一覧表見せる

理事長に１回は提出

10/15～ 印刷・製本作業開始

10/29～ 配布

開催スケジュール・協力依頼を委員へ連絡※その日の作業に入った名簿も控えておく

抄録査読・群分け（スライド○題・ポスター○題）・座長依頼･･･

小向ＡＯＭ、河原、松舘さん
第５回法人研修（特別講演）…滝上さん・斎藤さん・松沢さん
　　　「認知症高齢者等にやさしい地域づくりに向けて（仮）」深澤　隆ＣＯＯ
　11/3（火）13：00～14：30

ＷＩＺ掲示・出欠表・アンケート用紙の準備をすすめてください
会場準備とＷＩＺなどでの案内
（参加対象者は当日現場残りスタッフ以外全員）
個人研修カードではなく、Ａ４半分のアンケート用紙人数分印刷準備する

講師より配布資料が届き次第人数分の印刷

特別講演（法人研修）報告書の作成･･･配布資料（ＰＰＴ）、会場写真
※抄録集の中の特別講演に関するページも作成するように。今回は院長が講師であるため、プロフィール欄は不要。
PPT及び発表原稿の締め切り10/16（金）･･･林さん、高坂さん
提出確認、パワーポイントの組み換え（群ごとに）

10/26（月）には座長へ抄録と共に印刷して配布しますので、作業は急ぎ行なって下さい。確認作業が遅れると、座長への配布も遅くなり迷惑がかかります。

10/29（木）の会場設営⇒委員全員
· 司会者の座長や発表者との事前打ち合わせ及びリハーサル⇒
10/30にまとめてのリハーサル

※医療福祉学会、当日の担当については作成次第、連絡していきます。
※小向AOMから
①今年度はコロナウイルス感染防止を踏まえて3密を避けて実施することが前提となる。例年同様にポスター発表を実施した際、参加者が密に集まる状況を生むことになるためポスター発表を無くし全てをステージ発表にしたい。しかし今現在、34題が集まっており全てをステージ発表とした場合、発表時間が足りなくなる可能性が高い。表彰式の兼ね合いも在り当日内に発表を全て終える必要が有るが、ポスター発表を実施するとした場合、3密を避けて実施するには何かいい案は無いか？発表時間確保のために特別講演の時間を90分から60分に短縮する案も考えているが…。意見についてAOM/委員長にメールをお願いします。
②特別講演時の会場の席について、3密を避けて席を前後左右開けて席を使用すると席数200席あるところ100席の使用しか出来なくなる。ここ数年の特別講演の出席数が90～110程度であり今年度は席が足りなくなる可能性が考えられている。会場後ろに追加で席を足すか、第2会場を設定しビデオ中継をする案を検討する必要が有る。
【法人研修　進捗状況】
　第４回法人研修
　　9/1実施　八戸ビデオ研修9/3　みさわ9/7・8

　　「守秘義務と個人情報保護」
　　講師：診療情報・個人情報保護等管理委員会　委員長
　　担当：大谷・滝上・上野　　　報告書未提出
参加率（当日参加者）　　　　　　 59％
参加率（当日・業務者含め）　　　 63％
＜感想＞
：取り扱うスタッフであることを、常に忘れてはならない。・個人情報保護が出来た背景なども知ることが出来て勉強になった。・個人情報の取り扱いは信頼関係につながるので大切に取り扱わなければならない。

＜改善点＞
今回は研修資料PPTに講師のナレーションを録音し、ビデオ研修で再生する方法を行った。
　結果、参加スタッフから見やすい、音声がはっきり聞こえて良かったとの意見があり、今後も同様の方法でビデオ研修を行っていく。

【各領域研修】　
· 苑内研修④
8/18・19

「介護技術(褥瘡について)」(天間Ｎｓ・福士Ｃｗ)　報告書提出済み
参加率　63％　　参加率（当日参加者＋業務扱い者）65％
＜感想＞
· ギャッチにて圧力が大きくなり、背抜きが大事だと思った。・褥瘡につながらないよう、体位交換や座位時のプッシュアップをしていく。

· みさわ研修④
8/24、25実施

　 「接遇」　角金ＳＧＭ　報告書提出済み
・参加率（当日参加者）88％
＜感想＞
・グループワークもあり、分かりやすかった。・社会人として当たり前の事だと思った。最初の第一印象がその組織のイメージに繋がるので、失礼な対応をしないように気を付けていきたい。
· 院内研修

8/18・19　実施

　「精神保健福祉法(行動制限)」　ＳＷチーム　報告書提出済み
・参加率（当日参加者）　　　　　44.3％  

・参加率（当日・業務者含め）　　46.1％   
＜感想＞
・精神疾患患者様の不当な治療の歴史は今後繰り返してはいけない。

・行動制限は患者様の人権を尊重しながら行い、状態に応じて本当に必要なのかカンファレンスで検討していく重要性を学んだ。・日常業務の着眼点について理解できた。実践に生かせる内容であった。
※院内研修の参加率が低いため、引き続き参加促しをお願いします。
【苑内研修】
9/15・16予定　「接遇」
【みさわ研修】
　9/23・24予定　「救急対応」　　　　　　「
【院内研修】9月なし

10月研修予定

【法人研修】予定なし
【院内研修】10/21・22「感染対策」
【苑内研修】10/20・21「感染予防」
【みさわ研修】10/28・29「認知症ケアについて」

予定の各領域研修の準備進めて下さい。
※感染に関して研修では「手洗い方法の実践」を研修に盛り込むように。
【次回委員会予定】

日時：R2年10月21日（水）15：30～

場所：病院2階　会議室

議事録：上野さん・松沢さん
